





令和７年度
AI for Scienceに不可欠な計算資源の
戦略的増強

申請様式

（様式１）
AI for Scienceに不可欠な計算資源の戦略的増強
応募申請書
	１.申請内容

	実施項目
(応募する項目に１つ○を記入してください)
	（i）共用計算資源の大規模増強を図る取組
	（ii）既存の計算資源等による共用の効率化を図る取組

	
	
	

	事業概要
	

	申請機関
	機関名
	

	
	所在地
	〒


	
	申請者
	役職
	

	
	
	ふりがな
氏　名
	

	
	
	
	（申請者となる代表機関の長を記入してください）

	
	事業代表者（※１）
	ふりがな
氏　名
	

	
	
	
	

	
	
	所属部署名
	
	役職
	

	
	
	連絡先
	Tel.

	
	
	
	E-mail 

	
	事務連絡
担当者（※２）
	ふりがな
氏　　名
	

	
	
	
	（事業代表者と兼任が可能です）

	
	
	所属部署名
	
	役職
	

	
	
	連絡先
	Tel.

	
	
	
	E-mail  

	申請金額
	　　　　　　　　　円



（※１）「事業代表者」は、採択された課題の実施に責任を持つ者を指します。
（※２）「事務連絡担当者」は、申請内容に関連した事務連絡を担当する者であり、経理等の担当ではなく、本事業の担当を登録いただくことを想定しています。また、審査の結果等の連絡が可能な連絡先を記入してください。


（様式２）
事業計画書

	１．実施内容（必要に応じてページを追加してください。）

	（１）－１　整備しようとする計算基盤（性能を含む。）
・本事業で整備しようとする計算資源等の名称及び性能を記載すること。
・既存の計算資源等による共用の効率化を図る取組については、申請機関の既存の計算資源の名称及び性能も示し、現在不足し、整備が必要な事柄を明らかにすること。



	（１）－２　必要経費　
・金額は千円単位（千円未満は切り捨て）とし、原則として消費税込みで記入すること。
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	
費　　目
	
数　　量
	
金　　額
	
備　　考

	設備備品費
・
・

	


	

	

	　　　　　　　 計
	

	



本事業の補助金以外に外部資金等の活用の有無
・自己資金や外部資金の活用が想定される場合はその内容を記載すること。



	（１）－３　整備スケジュール　※別紙４に記載


	（２）- １　整備により期待される効果及びAI for Science推進の展望（機関外の取組を含む。）
・申請機関が、共用に供することも含めてどのように整備された計算資源等を運用することを想定し、どのような成果創出につながる取組を進めるかを記載すること。
・本事業の取組を通じて、申請機関が我が国のAI for Scienceの推進にどのようにして寄与することを期待するか明示すること。





	（２）- ２　（２）－１で記述した期待される効果及びAI for Science推進の展望を定量的に評価する指標（提供計算資源量、計算資源利用者数、関連論文数等）
・指標を複数設定し、申請機関の現況と目標値を記述すること。

	指標
	現況
	目標値

	・
・
・
	・数値を記載すること。
	・数値を設定すること。





	（３）運用体制、整備環境の状況（運転経費の確保の見通しを含む。）
・整備された計算資源等を運用するために、申請機関が自らで確保する光熱水費を含む運転費用、高圧電源や通信等のインフラ、設置場所、人員等を記載すること（見込みで可。）。
・整備された計算資源等について、HPCI全体の利用者増にも寄与しうる、利用制度・利用環境を設計し、詳述すること。なお、将来のHPCIの利用の在り方を見据え、既存の計算資源や他のHPCI共用計算資源との連携等の構想があれば、想定される連携機関等含め具体的に記載すること。
・HPCIの他に、独自の制度を含めた機関外の利用を想定する場合にはその利用制度について説明すること。



	（４）計算資源を活用した機関としての研究成果や既存の計算資源の提供実績
・申請機関が所有している（いた）計算資源等を活用した研究成果として、AIや計算科学分野に係る論文数（過去３年分）や計算科学分野の研究開発に活用可能なアプリケーション開発の実績等を示すこと。
・申請機関が自ら以外の機関に計算資源の提供を行っている場合（HPCIや独自公募など）にはその実績として、計算資源提供量及び申請機関の所有する計算資源全体に占める資源の提供割合を示すこと。

AIや計算科学に係る論文数
	R4
	R5
	R6

	・数値を記述すること。
	・数値を記述すること。
	・数値を記述すること。



アプリケーション開発の実績
	開発者名・所属
	アプリケーションの概要
	参考文献

	・他機関との共同開発の場合、共同開発機関名を含め記述すること。
	・アプリケーションの利用目的、分野、名称（あれば）を記述すること。
	




機関外への計算資源提供割合
	R4
	R5
	R6

	・提供先及び提供割合を記述すること。
	・提供先及び提供割合を記述すること。
	・提供先及び提供割合を記述すること。



特筆すべき実績など
	








	（５）HPCIへの提供計算資源量・提供期間の見込み
・（１）－１で記述した計算基盤について、HPCIに提供予定である計算資源量をGPU時間及び当該システムの計算資源量に占める割合の双方を記載すること。なお、既存の計算資源等による共用の効率化を図る取組については、システム全体の計算資源量に占める割合を記載すること。
・HPCIへの計算資源の提供期間（見込み）を示すこと。


	提供資源量（GPU時間）
	提供資源量（割合）
	提供機関（年）

	
	
	










（様式３）
事業実施者の基本情報
	１．事業実施者情報（事業代表者）

	氏名
	

	機関名
	

	申請時点の全ての
所属機関・役職※１
	

	論文・
著書等
	論文
	

	
	著書
	

	
	学協会誌等
	

	知的財産
	特許
	


	
	その他
知的財産
	

	事業代表者が保有している計算基盤
	・現在保有している計算基盤があればその性能、料金体系、運用にかかる経費や人員等を記載すること。


	その他特記すべき活動歴
	


※１　兼業や、外国の人材登用プログラムへの参加、雇用契約のない名誉教授等を含む全ての所属機関・役職を記述してください。



（別添）
申請書類チェックシート

申請書類について欠落がないかチェックの上、本チェックシートについても提出してください。

	申請機関名
	

	実施項目
	(i)共用計算資源の大規模増強を図る取組／(ii)既存の計算資源による共用の効率化
を図る取組のいずれかを記載すること。



	申請書類
	備考

	□
	様式１
	申請書
	

	□
	様式２
	事業計画
	

	□
	様式３
	事業実施者の基本情報
	

	□
	様式４
	整備スケジュール
	

	□
	申請書類チェックシート
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